
～笠間市薬物乱用防止教育推進にかかる指導資料～

学年別薬物乱用防止教育プログラム

小学校１年生 小学校２年生 小学校３年生 小学校４年生 小学校５年生 小学校６年生 中学校１年生 中学校２年生 中学校３年生

【小学校１年生の授業展開例】
1　題材名　「くすりは　ただしく　つかおう」
２　授業のねらい　・薬の正しい使い方を学習する。

【小学校２年生の授業展開例】
１　題材名「薬は正しく使おう」
２　授業のねらい　・薬の正しい使い方を学習する。

【小学校6年生の授業展開例】
１　題材名　「ＮＯ」といえる勇気
２　授業のねらい　・薬物の使用の誘いに対して，自分なりの
　断り方ができる。

【中学生の授業展開例】
1年
１　題材名「どうしてダメなのたばこ・酒」
２　授業のねらい
　　　・未成年からの喫煙・飲酒は依存症を起こしやすく，
        健康に悪影響を及ぼすことが理解できる。
2年
◆授業のねらい
１ 題材名「勇気をもって断ろう」
２　授業のねらい
　　 ・喫煙・飲酒・薬物乱用に関して，危険な行動に結び
　　　つかないように自分の意見を持ち行動することがで
       きる。
3年◆授業のねらい
１　題材名「ダメ。ゼッタイ。薬物乱用」
２　授業のねらい
　　・薬物乱用の危険性や薬物乱用防止の手立てや対策
　　　について理解できる。
　　・個人の心身の健康や人格形成，家庭や社会に及ぼ
　　　す薬物乱用の影響について理解を深めることができる。
　　・喫煙，飲酒，薬物乱用を誘われた時の対処能力を高め
      る。

【小学校5年生の授業展開例】
１　題材名　「薬物」から身を守る
２　授業のねらい　・薬物の誘いを断れなかった理由を考え，断る方法を学習する。

【小学校４年生の授業展開例】
１　題材名　「薬物」の害を知ろう。使ってはいけない薬物がわかる。
２　授業のねらい　・使ってはいけない薬物があり，その使用は法律で禁止されていることがわかる。
　　　　　　　　　　　 ・「依存」は自分の意志でコントロールできないことがわかる。

【小学校３年生の授業展開例】
１　題材名　「使ってはいけない薬について知ろう。」
２　授業のねらい　・薬物が体に及ぼす害について知る。
　　　　　　　　　　　・使ってはいけない薬を使用することは社会のルールに反することを知る。

◇ポイント 
 

・たばこ・アルコール・薬物の作用を  

科学的に学習することで，薬物の害

について理解を深めることができるよ

うにする。 
 

・自分を振り返り，正しく選択し，行動 

することができるようにする。 

◇ポイント 

・事例から薬物の誘いを断らなかった理由を考え，プレ

インストーミングを通して，自分なりに断る方法を学習す

る。 

◇ポイント 

・大麻と覚せい剤の害について知る。 

・薬物は法律で禁止されていることを知る。 

・薬物には依存性があり，体へ悪影響を及ぼすことを知る。 

◇ポイント 

・薬物の存在と，体への影響を知る。 

・薬物を「持つ」「使う」「売る」ことは社会のルールに

違反について早期段階で学習する。 

◇ポイント 

・薬物乱用防止教育の基礎として，小学校1年生からの継続で「薬のた正

しい使い方」や「薬には病気を治すちょうどよい量があること」を学ぶ。 

ブレインストーミング・ロールプレイング・フィールドワーク・ディベート 

ライフスキル教育（セルフエスティームの形成・目標設定・意思決定・ストレスマネジメント・対人関係スキル） 

笠間市自殺予防教育指導マニュアル「かがやき」を使った命の大切さを実感させる教育プログラム 

◇ポイント 

・ 薬物乱用防止防止教育の基礎として，小学校1年生から「薬の正しい

使い方」を学ぶ。 

◇ポイント 

・ロールプレイングを活用し，薬物の誘いがあった時にど

のように行動したり，どのように誘いを断ったりするかスキ

ルを身につけ，実践に生かすようにする。 

薬物乱用防止教室の開催 

薬の正しい使い方や使ってはいけいない薬物がわかる。 


